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<診療・研究の目的> 

内頸動脈破裂による多量の鼻出血は中枢性の合併症のハイリスクな状況である。下垂体腫

瘍に複数回の手術と放射線治療を施行して骨壊死と感染が慢性的に存在し、露出した内頸

動脈が破裂した症例の治療経過を報告し、同様の症例に対して根治的な治療法を提案する。 

 

 

<実施内容（方法）> 

脳神経外科によるハイフローバイパスにより破裂した内頸動脈をクランプ可能としつつ、

中枢への血流を確保しつつ、耳鼻咽喉科により経鼻的に全ての腐骨と感染組織を除去して

頭蓋底再建を行なった。完全に根治的な状況となり、患者は後遺症なく退院した。 

 

 

<危険性（副作用）等> 

すでに治療は終了し、患者は後遺症を認めず外来通院中である。 

 



<倫理上問題になると考えられる事項> 

特になし。 
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当研究に自分の試料・情報利用を停止する場合等のお問い合わせ 
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旭川赤十字病院  

耳鼻咽喉科 高林 宏輔 
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